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９
月
25
日
（
水
）、
織
田
理
事
（
鶴
城
）
宅

学
習
田
ほ
場
で
、
南
幌
小
学
校
５
年
生
が
稲

刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
場
は
、

５
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
場
所
で
あ
り
、
児

童
自
ら
が
田
植
え
同
様
に
稲
刈
り
を
行
い
ま

し
た
。

　

稲
刈
り
前
に
は
、
前
回
の
復
習
と
し
て
、

植
え
た
品
種
や
畔
に
ハ
ー
ブ
を
植
え
た
こ
と

に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
、
児

童
か
ら
は
素
早
い
答
え
が
出
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
師
と
し
て
招
い
た
空
知
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
空
知
南
西
部
支
所
の
山

越
さ
ん
よ
り
稲
刈
り
時
の
注
意
点
等
の
説
明

が
行
わ
れ
た
後
、
児
童
た
ち
は
元
気
よ
く
楽

し
そ
う
に
刈
取
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

刈
り
取
り
作
業
は
、
手
際
よ
く
行
う
児
童

や
苦
戦
す
る
児
童
な
ど
様
々
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
終
始
楽
し
そ
う
に
体
験
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、
は
さ
が
け
・
脱
穀
・

精
米
を
行
っ
た
の
ち
小
学
校
に
贈
呈
さ
れ
ま

す
。 稲

刈
り
体
験
で
農
業
を
学
ぶ

　

10
月
19
日
（
土
）、
20
日
（
日
）
ホ
ク
レ
ン
南
幌
セ
ル

フ
給
油
所
に
て
秋
の
お
客
様
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
展
示
即

売
会
や
ガ
ス
器
具
展
示
即
売
会
、
さ
ら
に
は
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
会
員
限
定
で
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
店
頭
表
示

価
格
か
ら
５
円
引
き
、
店
頭
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
20
Ｌ
以

上
の
給
油
で
、
た
ま
ご
10
個
入
り
１
パ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
気
温
が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

お
客
様
が
足
を
運
び
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
購
入

す
る
な
ど
冬
支
度
に
備
え
て
お
り
、
お
客
様
感
謝
祭
も

大
盛
況
で
終
え
ま
し
た
。

秋
の
お
客
様
感
謝
祭
開
催

JAnanporo・2JAnanporo・2



　

10
月
25
日
（
金
）、
南
幌
町
役
場
で
当
Ｊ
Ａ
が
学
校
給
食
で
使
用
さ
れ
る
南
幌
産
の
新
米
「
な
ん
ぽ
ろ
ピ
ュ
ア
ラ
イ

ス
・
き
た
く
り
ん
」
１
ト
ン
と
南
幌
産
小
麦
「
ゆ
め
ち
か
ら
」
２
ト
ン
や
南
幌
産
野
菜
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
に
伴
い
、
南
幌
小
学
校
１
年
生
の
教
室
で
給
食
交
流
会
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
林
組
合
長
と
蔬
菜
園
芸
組

合
の
熊
澤
組
合
長
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
南
幌
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
小
・
中
学
生
に
学
校
給
食
を
通
じ
て
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、食
生
活
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
毎
年
学
校
給
食
の
食
材
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
交
流
会
で
は
、
林
組
合
長
と
熊
澤
蔬
菜
園
芸
組
合
長
が
子
供
と
一
緒
の
席
に
座
り
、
給
食
を
食
べ
な
が
ら
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
児
童
か
ら
は
、「
す
ご
く
お
い
し
い
。」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
食
育
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
南
幌
町
農
業
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
幌
産
農
産
物
を
子
供
た
ち
へ

　

発行者
JA なんぽろ青年部
編集責任者　木村　友紀

ス
ポ
ー
ツ
で
親
睦
を
深
め
る

　

10
月
20
日
（
日
）、
栗
沢
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、

空
知
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
８
Ｊ
Ａ
の
青
年
部
が
参
加
し
、
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
盟
友
と
Ｊ
Ａ
職
員
合
わ
せ
て
14
名

が
参
加
し
、
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
南
幌
Ｂ

チ
ー
ム
は
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
す
る
も
の
の
、
南
幌
Ａ

チ
ー
ム
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
駒
を
進
め
ま
し
た
が

初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
岩
見
沢
市
内
の
ホ
テ
ル
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
、単
組
の
枠
を
超
え
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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農協法公布記念日にあたっての組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会
代表理事会長　飛　田　稔　章

　本年９月30日、本会は平成27年の農協法改正に伴い法律上の位置付けを連合会に移行しましたが、名称
は変更されず、事業としても会員の相談、監査、意見の代表、総合調整が規定されているため、今後も引き
続き、中央会が果たすべき基本的な機能であるＪＡグループの結集軸として、持続可能な北海道農業の確立、
農業者の営農と経営の安定、それを支えるＪＡをサポートして参りますので引き続きご支援、ご鞭撻の程宜
しくお願い申し上げます。
　さて、昭和22年11月19日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今年で72年を迎えました。
　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生産力の増進」と「農業者の経済的
社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に寄与することを目的として、農協法が制定され、農協が設立
されました。
　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・自立」「民主的運営」
の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗り越え、組合員の皆様の営農と生活の安定並
びにより良い地域社会の実現を目指し、今日に至っております。
　総合事業を展開しながら安全・安心な農畜産物の生産と、豊かな生活に役立つ購買品の供給、地域の豊
かな暮らしと経済活動のために寄与する信用事業、総合的な暮らしの保障のための共済事業、健康な日常生
活を営むための医療・福祉事業のほか、環境問題や子供の貧困問題などへの取組み等、地域社会に貢献す
るための様々な社会的取組みも行なわれております。
　また、昨年の北海道胆振東部地震のように大規模災害が発生した際には、組合員・ＪＡ・連合会等の間に
おける農業機械・発電機等の融通や、被災地への人的・物的支援、被災地農産物の選果受入、協同組合間
による募金活動など、組織内・外を問わない助け合いの精神による支援活動・行動によって、被災地域の復旧・
復興支援に大きな役割を果たしているところです。
　このように協同組合は社会と地域の人々の暮らしのために、永年に亘って多くの分野でその役割を発揮し
てきているのです。
　そのような中、「協同組合の思想と実践」がユネスコ無形文化遺産に登録され、更に昨年４月には、我が
国の農協、漁協、生協、労働金庫、森林組合等の協同組合が、協同組合間の連携によって力を結集し、地域
課題の解決を目的として日本協同組合連携機構（ＪＣＡ）が発足したところです。
　昨年開催した第29回ＪＡ北海道大会では、前回大会で設定した将来ビジョンである「北海道550万人と共
に創る『力強い農業』と『豊かな魅力ある農村』の実現」を継承し、「農業所得の増大と、多様な担い手の
確保・育成」と「次代につなげる協同組合の価値と実践」に向けて、ＪＡグループが一体となって取組むこ
ととしております。
　ＪＡに集う組合員、役職員の皆様は、競争ではなく共生の社会を創り出す社会システムの一つとして世界
的に評価され、その価値と役割を高め始めている協同組合の仲間であることを誇りとしながら、対話運動の
実践を通じて、信頼と絆を土台にした新たな協同組合の価値創造と、食と農でつながるサポーター550万人
づくりによって、協同活動の輪を広げて頂きたいと考えております。
　このことが新自由主義経済への対立軸としての協同組合の存在意義を高め、永年に亘り先人が築き上げた
地域農業並びに地域社会の基盤をさらに発展させ、持続可能な農業と地域社会へと繋がるものと確信して
おります。
　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所とし、今後とも組合員
の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力でサ
ポートすることをお誓い申し上げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。
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長船技師による営農情報！長船技師による営農情報！

１．地理的表示保護制度 ( G I ）とは
　地理的表示とは、農林水産物・食品等の名称であって、その名称から当該産品の産地を特定できる
名称の表示です。地理的表示は、国際的に広く認知され、ＷＴＯ協定に定められている知的財産の一つ
であり、100カ国でを超える国々で特別の制度のもと保護されています。
　我が国では、令和元年９月９日時点で都道府県で86品目が登録され、北海道からは「夕張メロン」、「十
勝川西長いも」、「今金だんしゃく」が登録されています。

　注：農林水産省ＨＰ「地理的表示保護制度 (ＧＩ）～登録産品一覧」

２．地理的表示の登録・保護の流れ
　登録される産品には、品質や社会的評価などの「産品の特性」と、生産地の気候や風土・土壌などの「自
然的な特性」伝統的な製法・文化」などの「人的な特性」が結びついてことが求められ、その産品が
一定期間（概ね25年）継続して生産されていることが必要です。

３．ＧＩマークはどんなメリットがあるの？
　（１）産品の品質について、国のお墨付きが与えられます。品質が保証された地域ブランド産品とし

て価格の維持・向上が期待されます。
　（２）地域ブランド産品の品質が守られ、ＧＩマークにより他の産品との差別化が図られます。
　（３）ブランドの不正使用に対して、行政が取締を行なうことで、生産者は訴訟などの負担がなく自

分たちのブランドを守ることができます。
　（４）ＧＩマークを貼付することにより輸出先国でも日本の真正な地域ブランド産品であることが明

示され差別化が図られ、地域農産物の海外展開にも役立ちます。

４．登録するには
　登録申請は、生産・加工業者の団体が、申請書と添付書類を農林水産大臣に提出します。

　生産者が農林水産物・食品に価値を発信し、消費者の信頼を得てブランド力
をつける取組みは重要ですが、流通の広域化や国際化が進む中で、海外の商品
との競争力維持や差別化、ブランド力の維持・向上には、客観的な規格・認証
制度や知的財産権の取得等により、自らの商品価値を証明し、守っていく必要
があります。平成27年に開始された地理的表示等の活用により農林水産物の信
頼性や価値の維持・向上を図り競争力を強化していくことが必要です。

出典：政府広報オンライン

ＧＩマーク

出　　典：政府広報オンライン
参考文献：平成30年度
　　　　　「食料・農業・農村白書」
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ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動
内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み
内容はＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信
JA北海道中央会

JA共済連北海道

JA北海道厚生連

JA北海道信連

ホクレン

　北海道農業協同組合中央会は平成27年の農協法改正により、令和元年９月30日をもって法律上の位置付けを、
農業協同組合連合会に移行しました。改正法では、名称は変更しないことが認められ、事業としては会員の相談、
監査、意見の代表、総合調整が規定されており、法律上の位置付けは変わるも
のの、中央会が果たすべき基本的な機能は変わらないと認識しております。
　組織変更に伴い、９月30日に本会役職員に対して飛田会長より訓示を致しま
した。訓示の内容については、「ＪＡ北海道中央会」のYouTubeチャンネルより
ご覧いただけます。
　今後も引き続き、ＪＡグループの結集軸として、持続可能な北海道農業の確立、
農業者の営農と経営の安定、それを支えるＪＡをサポートする役割をしっかり果
たして参ります。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献活
動の一環として、交通安全啓発運動を北海道警察
本部と連携し「旗の波運動」として取組んでいます。
街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全を呼
びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全意識の
向上を目的に実施しております。
　今年度も札幌地区では９月27
日に約50名で共済ビル前の街頭
で実施しドライバー・歩行者へ
交通安全を呼びかけました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を守
るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図ることを
目的として、広報誌「すまいる」を発行しております。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに健
康に役立つ医療・健康情報を発信しております。10
月発行分にはプレゼント付
きアンケートもございます
ので是非応募にもチャレン
ジしてみてください。

　10月５、６日、アクセスサッポロで開催された、
こどものまち「ミニさっぽろ2019」に昨年に続き
ブース出展しました。「ミニさっぽろ」は、子ども
達を対象にした職業体験のイベントであり、ＪＡバ
ンクのブースでは各ブースからの依頼を受けて、給
料を用意する仕事を体験してもら
いました。
　子ども達に仕事の大変さや楽し
さ、そして金融の大切さを伝える
機会を提供することができました。

　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進に向け、ホクレンは、
農場評価の演習を盛り込んだ実践研修会を８月26〜27
日に札幌市内の学校法人・八紘学園北海道農業専門学
校を会場に開催しました。参加者は道央圏のＪＡ担当者・
連合会職員など約10名で、日本生産者ＧＡＰ協会の田上
隆多事務局長を講師とし、農場評価
制度の基本学習や会場となった同
校農場にて実際の調査を演習しまし
た。参加者の各組織での今後のＧＡ
Ｐ推進に期待しています。
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10
月
21
日

　

10
月
定
例
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

【
監
査
講
評
】

１
、
第
２
四
半
期
末　

自
治
監
査

【
議　
　

案
】

１
、
固
定
資
産
の
除
却
に
つ
い
て

２
、
出
資
金
の
減
口
に
つ
い
て

３
、
令
和
元
年
度　

８
月
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
（
半

期
開
示
）
の
作
成
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１
、
第
６
回　

営
農
振
興
組
合
長
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

２
、
農
産
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

３
、
令
和
元
年
度　

営
農
賦
課
金
の
確
認
お
よ
び
徴
収
に

つ
い
て

４
、
平
成
30
年
肥　

肥
料
利
用
割
戻
し
奨
励
金
の
精
算
に

つ
い
て

５
、
令
和
元
年
度　

南
幌
町
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
の

小
麦
本
精
算
に
つ
い
て

６
、
令
和
元
年
度　

南
幌
町
穀
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
の

水
稲
操
業
状
況
に
つ
い
て

７
、　
９
月
末　

農
産
物
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

８
、　
９
月
末　

蔬
菜
販
売
状
況
に
つ
い
て

９
、　
９
月
期　
Ｊ
Ａ
ロ
ー
ン
の
貸
付
に
つ
い
て

10
、
非
常
用
給
水
タ
ン
ク
（
10
Ｌ
）
の
配
付
に
つ
い
て

11
、
内
部
監
査
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

12
、
役
員
海
外
農
業
視
察
研
修
の
実
施
つ
い
て

13
、
職
員
海
外
農
業
視
察
研
修
の
実
施
つ
い
て

14
、
金
利
設
定
会
議
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

15
、
９
月
末　

財
務
状
況
に
つ
い
て

〜表紙の紹介〜
◎
今
月
号
の
表
紙
は
、
川

崎
圭
介
さ
ん
（（
有
）
エ

イ
ム
）
に
表
紙
を
飾
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

組合員� 2,770名
（前年同期比� ▲35名）

正組合員� 454名
（前年同期比� ▲14名）

准組合員� 2,316名
（前年同期比� ▲21名）

正組合員戸数� 291戸
（前年同期比� ▲８戸）

令和元年９月末日現在

私達の JA編
集
後
記

編
集
後
記

営業時間の変更について
　営業時間が下記のとおり変更となりますので、ご案内いたします。
　期間：11月１日〜３月31日

営　　業　　時　　間
平日 土曜・日曜

本 部 事 務 所 ９：00〜17：00 休業
グリーンセンター ９：00〜17：00 休業

野 菜 関 連 施 設 ９：00〜17：00
９：00〜17：00

（11月は野菜受入のため土日営業）
（12月より野菜受入のため日曜日営業）

推 進 本 部 ８：30〜17：00 休業
ＪＡバンク（窓口） ９：00〜15：00 休業

Ａ Ｔ Ｍ ９：00〜18：00 ９：00〜17：00
（土曜日のみ営業）

本 部 給 油 所 ７：30〜20：00
エーコープなんぽろ店 ９：30〜20：00

・
10
月
で
多
く
の
作
物
の
収
穫
作
業
を
終
え
た
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
秋
作
業
が
残
っ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
農
作
業
中
の

事
故
に
は
十
分
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

く
み
あ
い
だ
よ
り
担
当
の
平
井
は
、
青
年

部
の
空
知
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
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